
パパ’Ｓ絵本プロジェクトがやってくる

　男女平等推進センターでは男性の家事・育児参画を推進するための講座
を継続して開催しています。
　「父親であることを楽しもう」をモットーに若い世代の父親支援などに取
り組んでいるＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパンの安藤哲也代表理事（本
紙２面参照）には、平成１９年にセンター主催の「パパ＇Ｓ絵本プロジェ
クトのお話会」に講師として来ていただきました。その絵本プロジェクト
のパパたちが再び葛飾区にやってきます！　
　今回は３回連続で、親子で楽しみながら、参加者同士が「パパ友」にな
れるような講座にしたいと考えています。ぜひご参加ください。

― 親子であそぼう！  パパ友をつくろう ―
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かつしかイクメン養成・絵本プロジェクト

【日時】平成23年1

月15日(土)、22日

（土）、2月11日（金・

祝）午前１０時～正

午

【場所】男女平等推

進センター和室

【講師】田中尚人さ

ん、久留島太郎さん

【内容】絵本プロジェクトのメンバーによる読み聞かせ、参加パパも読み

聞かせに挑戦、先輩パパの育児トークなど

【対象】区内在住、在勤の父子　15組（お子さんの年齢は問いません）

【申込方法】

　　電話、ファクス（講座名｢絵本プロジェクト」､住所､父子のお名前、　お

子さんの年齢を記入）で受け付けます。12月20日（月）締切（多数抽選）

お問い合わせ・お申し込み先：男女平等推進センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL５６９８－２２１１　 FAX　５６９８－２３１５
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「女性に対する暴力をなくす運動」「女性に対する暴力をなくす運動」

毎年、１１月１２日から１１月２５日までは、

「女性に対する暴力をなくす運動」期間で

す（１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国

際日」）。

夫やパートナーからの暴力（DV）、性犯

罪、売買春、人身取引、セクシュアル・ハ

ラスメント、ストーカー行為等の女性に

対する暴力は、女性の人権を著しく侵害

するものであり決して許されるものでは

ありません。

この期間中、全国で女性に対する暴力根絶を推進するキャンペーンなどが

行われます。�飾区男女平等推進センターでは、来館者にメッセージカード
とパープルリボンを配布します。この運動期間をきっかけに女性に対する暴

力について考え、暴力のない社会を築いていきましょう。

パープルリボン運動展開中�
紫色のリボンを衣服などにつけることにより、DVや虐待などの暴力のな

い社会を目指すという意思表示とともに、被害者に対して「あなたは一人で

はない！」と励ますメッセージとなります。今回配布するパープルリボンは、

この運動に共感された区民の方々が集う「ぱるかふぇ」の参加者などが暴力

根絶の願いを込めてひとつひとつ手作りしたものです。

「ぱるかふぇ」は男女平等推進センターで不定期に開催していますので、

参加希望の方はセンターまでお問い合わせください。

ひとりで悩まずご相談ください！

�飾区男女平等推進センター（DV相談）
�５６９８－２２１１ 毎週月曜１０時～１７時（要予約）

配偶者暴力相談支援センター
東京ウィメンズプラザ �５４６７－２４５５ 毎日９時～２１時（年末年始除く）

東京都女性相談センター �５２６１－３１１０ 月曜～金曜９時～２０時

（土日・祝日・年末年始除く）

《緊急・夜間の場合》 警察 １１０番
東京都女性相談センター �５２６１‐３９１１

「ぱるかふぇ」の様子

同同和和問問題題のの
解解決決ののたためめにに

【同和問題とは】
封建時代の身分制度において、住む場所、仕事、結婚、交際
など、生活のあらゆる面で厳しい制限を受け、差別された人々
がいました。その人々が住まわされていたところが、「同和地
区（被差別部落）」、その人々に対する差別が「部落差別」とい
われています。同和問題は、この歴史的、社会的に形成された
人々の意識に起因する差別が、現在もなおさまざまな形で現
れている重大な人権問題のひとつです。
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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

区では、会社や職場での
「人権問題研修会」をサ
ポートします。人権に関
する各種啓発冊子等の提
供、講師の派遣、専門講
師の紹介などのお手伝い
をします。お気軽に、ご
相談ください。

（４）平成２２年（２０１０年）１１月２５日 第3号こんにちは人権


